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要約：ペピーノを台木に用いたトマトの青枯病および萎凋病に対する発病抑制効果を検討した。青枯病Ⅰ～
Ⅴ群菌にそれぞれ属する 15 菌株を接種したところ，ペピーノ‘ゴールド No.1’およびペピーノ台接ぎ木ト
マト（‘大型福寿’/‘ゴールド No.1’）では，外部病徴および導管褐変は認められなかった。トマト萎凋病レー






























国内における萎凋病の発生は，レース 1 が 1915 年に，レー








ビガー（S. torvum Sw.）やヒラナス（S. aethiopicum L.）
などが台木として利用されている。これらの抵抗性品種は，
青枯病に対して高い防除効果を示すだけでなく，半枯病































本葉が 5 枚以上展開した側枝を採取し，下葉を 3 枚程度切
り取り，育苗用培養土（野菜育苗用培土ナウエル，井関農
機）を充填した直径 10.5 cm ポットへ挿し芽した苗を用い




























挿し芽 15 日後のペピーノの茎を地際から約 3 cm の位置で
切断し，それに慣行の方法と同様に穂木のトマトを割り接















1/3 以上～2/3 未満の維管束が褐変，3：2/3 以上の維管束
が褐変，の 4 段階として，地際から約 2 cm の茎断面を調
査し，導管褐変度＝Σ（導管褐変指数別株数×同指数）/（3










f. sp.  lycopersici レ ー ス 1（1035 株 ）， レ ー ス 2（JCM 
12575 株）およびレース 3（Chz1-A 株）の 3 菌株をそれ
ぞれ用いた。育苗用培養土とふすまを 8：1 の割合で混和
したふすま培養土で各菌株をそれぞれ 25℃下で 14 日間培
養し，萎凋病汚染培養土を作製した。萎凋病の各レース汚
染培養土をそれぞれポット（直径 12 cm）に充填して，各
















f. sp. lycopersici レ ー ス 1（1035 株 ）， レ ー ス 2（JCM 
12575 株）およびレース 3（Chz1-A 株）の 3 菌株をそれ
ぞれ用いた。萎凋病汚染培養土の作製および供試苗の移植
は前述の試験と同様とした。供試苗数はレース 1 と 2 汚染





























導管褐変度 5.6，MAFF730140 灌注接種区で発病株率 6.7％，
発病度 6.7，導管褐変度 2.2 となった。一方，自根トマト‘大
型福寿’は，全ての接種区で発病が認められ，MAFF 
730133，MAFF211266，MAFF211500，MAFF730126 お









褐変度は，‘大型福寿’のレース 1 汚染培養土区で 54.2 お
よび 72.2，レース 2 汚染培養土区で 83.3 および 86.1，レー
ス 3 汚染培養土区で 79.2 および 88.9，‘B バリア’のレー
ス 1 汚染培養土区で 4.2 および 2.8，レース 2 汚染培養土
区で 2.3 および 3.0，レース 3 汚染培養土区で 0 および 0，‘LS
－89’のレース 1 汚染培養土区で 2.1 および 0，レース 2
汚染培養土区で 2.1 および 5.6，レース 3 汚染培養土区で 2.1
および 11.1，‘ドクター K’のレース 1 汚染培養土区で 2.1
および 0，レース 2 汚染培養土区で 0 および 0，レース 3








ける発病株率が 86.7％，導管褐変度が 75.6，レース 2 汚染
培養土区における発病株率が 100％，導管褐変度が 100，





R. solanacearum では，5 つの菌群3），F. oxysporum f. sp. 







分離宿主，分離地域などの異なる R. solanacearum 15 菌













たことから，ペピーノが F. oxysporum f. sp. lycopersici の
宿主ではなく感染できなかった可能性があるが，今後の課
Table 2　Inoculation test of Ralstonia solanacearum of bacterial group Ⅰ to Ⅴ to roots of tomato or pepinoa)
Fig. 1　 Symptoms  on  tomato ‘Ogata-fukuju’  (left), 
tomato ‘Ogata-fukuju’ grafted on pepino ‘Gold 
No.1’  (center), pepino ‘Gold No.1’  (right),  30 


















径 40 cm）を用いて第 1 果房から第 3 果房の果実品質を調
査したところ，果実糖度が，自根トマトに比べ第 1 果房で
1 割程度，第 2，3 果房で若干高くなる傾向があり，第 1




















































































編．5‒1：畑 106 の 12‒30．















Summary：Bacterial wilt  caused by Ralstonia solanacearum and  fusarium wilt  caused by Fusarium 
oxysporum f. sp. lycopersici induce damage during the production of tomato. In this study, we investigated 
the control  effect  of  these diseases by using pepino  (Solanum muricatum Aiton)  as  a  rootstock.  In 
inoculation test of R. solanacearum of bacterial groupⅠ-Ⅴ and F. oxysporum f. sp. lycopersici races 1-3, 
own-rooted tomato ‘Ogata-fukuju’ was highly susceptible to all of the strains, whereas own-rooted pepino 
‘Gold No.1’ and tomato ‘Ogatafukuju’ grafted on pepino ‘Gold No.1’ were completely resistant to all of 
the strains. Our results  indicate  that pepino ‘Gold No.1’ is resistant  to  the R. solanacearum bacterial 
groups and F. oxysporum f. sp. lycopersici races 1-3, and application of pepino as a rootstock can be an 
effective method for control of bacterial wilt and wilt diseases.
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